
            

要 

旨 

 

ク
ロ
ア
チ
ア
を
中
心
と
し
て
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
学
校
教
科
書
に
お
け
る
国
境

問
題
に
関
す
る
記
述
を
取
り
上
げ
、
日
本
が
抱
え
る
問
題
と
の
比
較
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
そ

の
特
徴
や
問
題
点
の
解
明
を
試
み
た
。 

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
歴
史
教
科
書
の
記
述
を
見
る
と
、
南
ス
ラ
ヴ
統
一
国
家
と
し

て
の
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
の
発
足
当
初
に
お
け
る
国
境
問

題
（
「
ア
ド
リ
ア
海
問
題
」
を
含
む
）
や
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
連
邦
国
家
と
し
て
再
編
さ
れ

た
際
の
共
和
国
境
界
問
題
に
関
す
る
立
場
の
違
い
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
が
目
に
つ
く
。
ク

ロ
ア
チ
ア
側
か
ら
見
れ
ば
、
セ
ル
ビ
ア
と
は
ス
リ
イ
ェ
ム
（
ス
レ
ム
）
地
方
と
バ
ラ
ニ
ャ
地
方 

 

                の
帰
属
に
関
し
て
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
は
ピ
ラ
ン
湾
付
近
で
の
国
境
・
領
海
問
題
に
関
し
て
、

ま
た
歴
史
認
識
に
近
い
も
の
と
は
い
え
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
と
は
コ
ト
ル
湾
地
方
の
帰
属
に
関
し

て
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
は
ネ
ウ
ム
回
廊
の
帰
属
に
関
し
て
共
通
の
理
解
が
成

り
立
っ
て
い
な
い
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
は
歴
史
性
を
重
視
し
、
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
は
現

実
の
民
族
分
布
を
重
視
す
る
な
ど
全
般
的
な
傾
向
の
違
い
も
あ
る
。 

ま
た
、
地
理
教
科
書
に
は
現
在
の
国
境
問
題
を
詳
述
す
る
も
の
も
あ
り
、
在
外
同
胞
の
処
遇

に
関
す
る
記
述
と
あ
わ
せ
て
、
歴
史
教
科
書
と
同
じ
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
学
校
教
科
書
に
お
け
る
国
境
問
題
に
関
す
る
記
述
が
実
際
に
人
々
の
意
識
や
各
国
の
関
係

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
は
未
解
明
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。 
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は
じ
め
に 

  

近
年
、
日
本
と
韓
国
・
中
国
な
ど
近
隣
諸
国
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
中
で
、
二
〇

一
四
年
一
月
に
文
部
科
学
省
が
改
訂
し
た
中
学
校
・
高
等
学
校
向
け
の
学
習
指
導
要

領
解
説
を
め
ぐ
っ
て
、
新
た
な
緊
張
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
地
理
・
歴
史

教
科
書
に
お
け
る
日
本
と
近
隣
諸
国
と
の
係
争
地
を
め
ぐ
る
記
述
に
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
学
習
指
導
要
領
解
説
で
は
「
北
方
領
土
は
我
が
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
が
、

現
在
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
っ
て
不
法
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
や
「
我
が
国
と
韓
国

の
間
に
竹
島
を
め
ぐ
っ
て
主
張
の
相
違
が
あ
る
」
こ
と
に
触
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
新
た
な
学
習
指
導
要
領
解
説
で
は
、
竹
島
も
「
我
が
国
の
固
有

の
領
土
」
で
あ
る
が
「
韓
国
に
よ
っ
て
不
法
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
、
ま
た

中
国
と
の
係
争
地
で
あ
る
尖
閣
諸
島
に
関
し
て
、「
我
が
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
り
、

ま
た
現
に
我
が
国
が
こ
れ
を
有
効
に
支
配
し
て
お
り
、
解
決
す
べ
き
領
有
権
の
問
題

は
存
在
し
て
い
な
い
」
と
の
記
述
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
政
府
の
公

式
見
解
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る（1 ）
。
こ
れ
ら
が
中
学
校
・
高
等
学
校
向
け
の
教
科
書

に
反
映
さ
れ
る
の
は
二
〇
一
六
年
度
な
い
し
二
〇
一
七
年
度
以
降
の
こ
と
だ
が
、
す

で
に
二
〇
一
五
年
度
か
ら
使
用
さ
れ
る
小
学
校
五
～
六
年
生
向
け
の
社
会
科
教
科

書
に
は
、
本
来
の
学
習
指
導
要
領
解
説
に
は
な
か
っ
た
竹
島
問
題
や
尖
閣
諸
島
問
題

に
関
す
る
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る（2 ）

。
こ
う
し
た
記
述
に
対
し
て
は
、
韓
国
と
中
国
の

外
務
省
を
通
じ
て
強
い
抗
議
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
一
九
九
〇
年
代
に
分
離
・
独
立
し
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
場
合
、

南
ス
ラ
ヴ
統
一
国
家
と
し
て
の
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人

王
国
の
発
足
当
初
に
お
け
る
国
境
問
題
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
連
邦
国
家
と
し
て

再
編
さ
れ
た
際
の
国
境
問
題
と
共
和
国
境
界
問
題
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
後
の

新
た
な
国
境
問
題
な
ど
が
あ
り
、
状
況
は
さ
ら
に
複
雑
で
あ
る
。
各
国
の
歴
史
教
科

書
や
地
理
教
科
書
は
こ
う
し
た
問
題
に
関
す
る
政
府
見
解
を
忠
実
に
反
映
し
て
お

り
、
例
え
ば
ス
リ
イ
ェ
ム
（
ス
レ
ム
）
地
方
と
バ
ラ
ニ
ャ
地
方
の
帰
属
を
め
ぐ
る
ク

ロ
ア
チ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
の
立
場
の
違
い
、
ピ
ラ
ン
湾
付
近
で
の
国
境
・
領
海
問
題
を

め
ぐ
る
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
立
場
の
違
い
な
ど
は
、
教
科
書
か
ら
も
は

っ
き
り
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
は
、
全
般

的
に
国
境
（
共
和
国
境
界
を
含
む
）
の
変
遷
を
か
な
り
詳
し
く
取
り
上
げ
、
批
判
的

な
記
述
が
目
に
つ
く
。 

 

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
歴
史
認
識
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
っ
て
多
く
の
共
同
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る（3 ）

。
し
か

し
、
国
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
お
体
系
的
な
研
究
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は

言
い
が
た
い
。
本
稿
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
を
中
心
と
し
て
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア

諸
国
の
学
校
教
科
書
（
歴
史
お
よ
び
地
理
）
に
お
け
る
国
境
問
題
に
関
す
る
記
述
を

取
り
上
げ
、
日
本
が
抱
え
る
問
題
と
の
比
較
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
そ
の
特
徴
や
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 
１
．
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
教
育
制
度 

 

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
時
代
、
学
校
教
育
は
各
共
和
国
の
管
轄
事
項
で
あ
り
、

2
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全
国
統
一
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
は
各
共
和
国

と
も
に
小
学
校
は
八
年
制
、
中
学
校
は
三
～
四
年
制
と
な
っ
て
お
り
、
小
学
校
五
年

生
か
ら
八
年
生
ま
で
必
修
科
目
と
し
て
地
理
と
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
、
教
科
書
は
学
年

ご
と
に
分
冊
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
共
通
し
て
い
た
。
中
学
校
に
関
し
て
言
え

ば
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
中
等
教
育
を
二
段
階
に
分
け
る
と
と

も
に
、
伝
統
的
な
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
廃
止
を
含
め
て
学
校
統
廃
合
を
強
行
す
る
な
ど

実
験
的
な
時
期
が
あ
っ
た
も
の
の
、
地
理
も
歴
史
も
必
修
科
目
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
教
科
書
は
各
共
和
国
の
「
国
定
教
科
書
」
で
あ
っ
て
（
例

え
ば
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
が
、
セ
ル
ビ
ア
で
は
教
科
書
・

教
材
局
が
教
科
書
出
版
を
ほ
ぼ
独
占
し
た
）
、
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い

な
か
っ
た
。 

現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
学
校
教
育
制
度
は
一
九
九
〇
年
代
に
成
立
し
た
も
の
だ

が
、
前
述
の
実
験
的
な
時
期
の
問
題
を
別
に
す
れ
ば
、
概
ね
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア

連
邦
時
代
の
制
度
的
特
徴
を
継
承
し
て
い
る
。
小
学
校
八
年
制
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
（
セ
ル
ビ
ア
を
除
い
て
九
年
制
に
移
行
）
を
含
め
て
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸

国
で
は
例
外
的
で
あ
る
。
小
学
校
五
年
生
か
ら
八
年
生
ま
で
必
修
科
目
と
し
て
地
理

と
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
、
教
科
書
が
学
年
ご
と
に
分
冊
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
変
わ
ら

な
い
。
中
学
校
で
も
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
場
合
に
は
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
必
修
科

目
ま
た
は
選
択
科
目
と
し
て
地
理
と
歴
史
を
学
び
、
こ
こ
で
も
教
科
書
は
学
年
ご
と

の
分
冊
と
な
っ
て
い
る
。
歴
史
教
科
書
は
、
小
学
校
向
け
・
中
学
校
向
け
と
も
に
「
古

代
史
」、「
中
世
・
近
世
史
」
、「
近
代
史
」、「
現
代
史
」
の
四
分
冊
で
、
内
容
的
に
は

ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
微
妙
な
時
期
区
分
と
記
述
の
分
量
だ
け
が
違
う
よ
う
に
も
見

え
る
。
一
方
、
地
理
教
科
書
は
、
小
学
校
向
け
が
「
自
然
地
理
」、「
人
文
地
理
、
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地
誌
」、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
誌
」、「
ク

ロ
ア
チ
ア
地
誌
」
の
四
分
冊
、
中
学
校
向
け
が
「
自
然
地
理
」、「
人
文
地
理
」、「
世

界
地
誌
」、「
ク
ロ
ア
チ
ア
地
誌
」
の
四
分
冊
で
、
内
容
的
に
も
違
い
が
大
き
い
。
な

お
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
複
数
の
教
科
書
の
中
か
ら
選
択
で
き
る
方
式
が
採
用
さ
れ

た
の
は
二
〇
〇
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
で
は
歴
史
教
科
書
・
地
理
教
科
書
そ
れ

ぞ
れ
学
年
ご
と
に
三
～
四
種
類
が
出
版
さ
れ
て
い
る（4 ）

。 

 

ま
た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
以
外
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
で
も
、
歴
史
教
科
書
・

地
理
教
科
書
は
同
じ
よ
う
な
構
成
の
四
分
冊
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
小
学
校

が
九
年
制
の
場
合
は
六
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
が
必
修
科
目
と
な
る
）
。
モ
ン
テ
ネ

グ
ロ
を
除
け
ば
、
国
定
教
科
書
で
は
な
く
認
可
を
受
け
た
複
数
の
教
科
書
か
ら
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
特
定
の
科
目
の
教
科
書
が
一
種
類
し
か
な
く
、

事
実
上
の
国
定
教
科
書
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
実
際
、
コ
ス
ト
の
問

題
と
絡
ん
で
か
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
や
マ
ケ
ド
ニ
ア
で
は
、
教
科
書

の
種
類
は
「
多
元
化
」
が
進
ん
だ
二
〇
〇
〇
年
代
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
る
。 

 

２
．
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
と
国
境
問
題 

 

 
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
で
国
境
問
題
に
触
れ
て
い
る
の
は
小
学
校
向
け
・
中

学
校
向
け
の
い
ず
れ
も
第
四
分
冊
の
現
代
史
教
科
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
と
く
に

前
述
し
た
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
の
発
足
当
初
に

お
け
る
国
境
問
題
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
連
邦
国
家
と
し
て
再
編
さ
れ
た
際
の
国

3
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境
問
題
と
共
和
国
境
界
問
題
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
後
の
新
た
な
国
境
問
題
に

関
す
る
記
述
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
や
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

、
プ

ロ
フ
ィ
ル
社
の
小
学
校
向
け
歴
史
教
科
書
〈
ヴ
レ
メ
プ
ロ
ヴ
〉
シ
リ
ー
ズ
を
参
照
す
る
。 

 

（
１
）
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
境
問
題 

 

一
九
一
八
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
崩
壊
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
が

セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
の
一
部
と
な
っ
た
時
期
の

国
境
問
題
は
、
第
一
に
「
ア
ド
リ
ア
海
問
題
」
と
し
て
、
第
二
に
国
内
の
行
政
区
分

の
問
題
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
ア
ド
リ
ア
海
問
題
」
に
関
し
て
は
、

〈
ヴ
レ
メ
プ
ロ
ヴ
〉
は
六
頁
を
割
い
て
地
図
（
「
一
九
一
五
年
の
ロ
ン
ド
ン
条
約
で

約
束
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
の
領
土
」
な
ど
）
や
当
時
の
新
聞
・
雑
誌
、
写
真
、
カ
リ
カ

チ
ュ
ア
な
ど
と
も
に
非
常
に
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る（5 ）

。 

 
 

 
 

ア
ド
リ
ア
海
問
題
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
の
講
和
会
議
で
は
解
決
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
イ
タ
リ
ア
王
国
と
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王

国
の
間
で
国
境
画
定
に
関
す
る
直
接
交
渉
を
行
う
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た
。
一

九
二
〇
年
一
一
月
一
二
日
、
イ
タ
リ
ア
の
都
市
ラ
パ
ロ
で
国
境
に
関
す
る
協
定
が

結
ば
れ
た
。
こ
の
協
定
は
ラ
パ
ロ
条
約
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
タ

リ
ア
王
国
は
ロ
ン
ド
ン
条
約
で
約
束
さ
れ
た
よ
り
も
や
や
少
な
い
領
土
を
獲
得

し
た
。
イ
ス
ト
リ
ア
地
方
、
ツ
レ
ス
島
と
ロ
シ
ニ
島
、
戦
略
的
に
重
要
な
ラ
ス
ト

ヴ
ォ
島
と
パ
ラ
グ
ル
ジ
ャ
島
、
ザ
ダ
ル
市
、
そ
し
て
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
諸
邦
の
一
部

を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
は
占
領
地
の
大
半
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
重
要
な
海
岸
部
を
失
っ
た
。
こ
の
地
域
は
二

〇
年
以
上
に
わ
た
り
イ
タ
リ
ア
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
統
合
さ

れ
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 
 

ラ
パ
ロ
条
約
に
よ
っ
て
リ
イ
ェ
カ
を
独
立
国
と
す
る
合
意
が
な
さ
れ
た
が
、
そ

の
実
権
を
握
っ
た
の
は
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
っ
た
。
リ
イ
ェ
カ
問
題
は
一
九
二
四
年

に
ロ
ー
マ
条
約
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
。
リ
イ
ェ
カ
は
イ
タ
リ
ア
王
国
の
帰
属
と

な
っ
た
の
で
あ
る（6 ）

。 

 

ま
た
、
国
内
の
行
政
区
分
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

  
 

〔
一
九
二
二
年
に
〕
国
家
は
三
三
県
に
区
分
さ
れ
た
。
こ
の
区
分
は
自
然
境
界

や
歴
史
的
境
界
、
住
民
の
民
族
構
成
を
意
図
的
に
無
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
コ

ト
ル
湾
地
方
は
ゼ
ー
タ
県
に
編
入
さ
れ
、
ダ
ル
マ
チ
ア
（
す
な
わ
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
）

か
ら
切
り
離
さ
れ
た
。
メ
ジ
ム
リ
ェ
地
方
は
マ
リ
ボ
ル
県
に
編
入
さ
れ
た（7 ）

。 

 
 

〔
一
九
二
九
年
に
〕
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
王
国
で
は
九
つ
の
州
と
ベ
オ
グ
ラ
ー

ド
市
か
ら
な
る
新
た
な
行
政
区
分
が
導
入
さ
れ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
は
サ
ヴ
ス
カ
と

プ
リ
モ
ル
ス
カ
の
二
つ
の
州
に
分
割
さ
れ
、
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
と
ネ
レ
ト
ヴ
ァ
川

よ
り
南
の
地
域
を
奪
わ
れ
た（8 ）

。 

 
 

〔
一
九
三
九
年
に
創
設
さ
れ
た
〕
ク
ロ
ア
チ
ア
自
治
州
は
そ
れ
ま
で
の
サ
ヴ
ス

カ
州
と
プ
リ
モ
ル
ス
カ
州
に
加
え
、
ク
ロ
ア
チ
ア
系
住
民
が
多
数
派
を
占
め
る
郡

（
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
、
シ
ー
ド
、
イ
ロ
ク
、
デ
ル
ヴ
ェ
ン
タ
、
グ
ラ
ダ
チ
ャ
ツ
、

ブ
ル
チ
ュ
コ
、
ト
ラ
ヴ
ニ
ク
、
フ
ォ
イ
ニ
ツ
ァ
）
を
含
ん
で
い
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア

主
に

4
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が
第
一
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
「
も
た
ら
し
た
」
地
域
の
う
ち
、
コ
ト
ル
湾
地

方
と
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
の
東
部
は
ク
ロ
ア
チ
ア
自
治
州
の
一
部
と
は
な
ら
な
か

っ
た（9 ）

。 

  

こ
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
と
の
間
で
生
じ
た
「
ア
ド
リ
ア
海
問
題
」
と
並
ん
で
、

現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
問
題
と
し
て
、
コ
ト
ル
湾
地
方
と
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
の
帰

属
問
題
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
向
け
の
教
科
書
で

も
、
論
点
は
変
わ
ら
な
い
。 

 

（
２
）
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
境
問
題 

 

続
い
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
連
邦
国
家
と
し
て
再
編
さ
れ
た
際
の
国
境
問
題

に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
現
在
ク
ロ
ア
チ
ア
が
他
の
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
と
の
間
で
抱
え
る
国
境
問
題
の
直
接
の
起
源
と
み
な
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
〈
ヴ
レ
メ
プ
ロ
ヴ
〉
は
一
九
四
五
年
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
連
邦
人
民
共
和
国
が
成
立
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
も
そ
の
連
邦
構
成
体
と
な
っ
た
こ
と

に
加
え
、
「
ク
ロ
ア
チ
ア
の
境
界
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
」
と
い
う
問
い

と
と
も
に
地
図
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
と
く
に
共
和
国
境
界
画
定
問
題
に
は
触
れ
て

い
な
い（10 ）

。
こ
の
教
科
書
は
ト
リ
エ
ス
テ
問
題
に
つ
い
て
も
「
〔
一
九
五
四
年
に
〕
ト

リ
エ
ス
テ
は
周
辺
地
域
と
と
も
に
イ
タ
リ
ア
領
に
、
イ
ス
ト
リ
ア
の
北
西
部
は
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
領
に
な
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た

（11 ）」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。 

 

も
っ
と
も
、
〈
ヴ
レ
メ
プ
ロ
ヴ
〉
以
外
の
教
科
書
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
こ

の
時
期
の
共
和
国
境
界
画
定
問
題
に
言
及
し
て
お
り
、
と
く
に
ア
ル
フ
ァ
社
の
教
科

書
に
は
以
下
の
通
り
か
な
り
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。 

  
 

戦
後
、
連
邦
構
成
共
和
国
間
の
境
界
画
定
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
と
の
国
境
画
定
の

問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
残
っ
た
。
各
共
和
国
間
の
境
界
画
定
の
規
範
と
な
っ
た
の

は
、
特
定
の
民
族
の
歴
史
的
権
利
と
民
族
的
権
利
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
て
一
九
四
五
年
末
、
連
邦
委
員
会
は
ク
ロ
ア
チ
ア
か
ら
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
の

東
部
・
中
部
の
全
域
と
西
部
の
一
部
を
ク
ロ
ア
チ
ア
か
ら
奪
い
、
セ
ル
ビ
ア
に
編

入
し
た
。
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
を
利
す
る
形
で
コ
ト
ル
湾
地
方
も
復
帰
さ
れ
ず
に
失
わ

れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
イ
タ
リ
ア
が
第
一
次
世
界
大
戦
後

に
獲
得
し
た
ア
ド
リ
ア
海
東
部
の
海
岸
地
帯
の
ほ
ぼ
全
域
を
要
求
し
た
。
こ
の
地

方
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
が
最
も
多
く
住
ん
で
い
た
。
一
九
四

七
年
、
パ
リ
講
和
会
議
で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
イ
タ
リ
ア
と
国
境
変
更
に
関
す

る
条
約
を
結
ん
だ
。
ク
ロ
ア
チ
ア
は
こ
の
国
境
画
定
に
よ
り
イ
ス
ト
リ
ア
の
大
半

と
ツ
レ
ス
島
、
ロ
シ
ニ
島
、
ラ
ス
ト
ヴ
ォ
島
、
ザ
ダ
ル
市
、
リ
イ
ェ
カ
市
を
獲
得

し
た
。
ト
リ
エ
ス
テ
市
と
イ
ス
ト
リ
ア
北
部
の
問
題
だ
け
が
未
解
決
の
ま
ま
残
っ

た
。
一
九
七
五
年
ま
で
続
い
た
交
渉
の
結
果
、
イ
タ
リ
ア
の
小
都
市
オ
シ
モ
で
条

約
が
結
ば
れ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
イ
タ
リ
ア
の
国
境
問
題
は
最
終
的
に
解
決

し
た

（12 ）

。 

  

な
お
、
共
和
国
境
界
画
定
問
題
に
関
し
て
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
向
け
の
教
科
書
で

は
全
般
的
に
よ
り
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
メ
リ
デ
ィ
ヤ
ニ
社
の
教
科
書
で

5
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は
、
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
と
コ
ト
ル
湾
地
方
の
喪
失
だ
け
で
な
く
、
「
ク
ロ
ア
チ
ア
と

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
境
界
画
定
に
あ
た
っ
て
歴
史
的
規
範
が
尊
重
さ

れ
、
殆
ど
ク
ロ
ア
チ
ア
系
住
民
だ
け
が
住
む
狭
い
海
岸
に
面
し
た
ネ
ウ
ム
回
廊
は
ク

ロ
ア
チ
ア
に
編
入
さ
れ
ず
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
が
ク
ロ
ア
チ
ア
の
残
り
の
地
域
か
ら

分
断
さ
れ
た

（13 ）」
こ
と
を
批
判
的
に
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
教
科
書
は
一
九
三
九

年
の
ク
ロ
ア
チ
ア
自
治
州
と
比
較
し
て
「
ク
ロ
ア
チ
ア
は
イ
ス
ト
リ
ア
（
三
一
三
〇

平
方
キ
ロ
、
バ
ラ
ニ
ャ
（
一
二
一
四
平
方
キ
ロ
）
、
ド
ヴ
ォ
ル
・
ナ
・
ウ
ニ
、
リ
イ

ェ
カ
、
ザ
ダ
ル
お
よ
び
島
嶼
部
（
一
一
四
四
平
方
キ
ロ
）
を
獲
得
し
た
が
、
シ
ー
ド
、

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
中
央
ボ
ス
ニ
ア
、
ボ
サ
ン
ス
カ
・
ポ
サ
ヴ
ィ
ナ
の
分
、
領
土

を
減
ら
し
た

（14 ）」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
ア
ル
フ
ァ
社
の
教
科
書
は
、
コ
ト
ル
湾
地

方
を
「
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
国
内
に
行
政
単
位
の
中
心
地
が
あ
っ
た
こ
と
（
コ
ト
ル

湾
地
方
は
ザ
ダ
ル
を
州
都
と
す
る
ダ
ル
マ
チ
ア
の
一
部
で
あ
っ
た
）
」
か
ら
「
ク
ロ

ア
チ
ア
の
諸
地
方
」
の
一
つ
と
み
な
し
て
い
る（15 ）

。 

一
方
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
の
教
科
書
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
視
点
か
ら

共
和
国
境
界
画
定
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
現
在
で
は
国
境
と
な
っ

て
い
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
共
和
国
境
界
が
「
あ
る
部
分
は
歴
史
的
な
も
の
だ
が
、
あ
る

部
分
は
共
産
党
の
役
職
者
の
合
意
で
定
め
ら
れ
た
（
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
と
の
境
界
は
合
意
で
定
め
ら
れ
た
）
」
も
の

（16 ）

で
あ
っ
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
フ
ィ
ル
社
の
教
科
書
は
、
共
和
国
境
界
画
定
に

あ
っ
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
共
産
党
指
導
部
の
間
で
意
見
の
不
一
致
が
見
ら
れ
、

「
ヘ
ブ
ラ
ン
グ
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
新
た
な
境
界

と
く
に
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
の
境
界

に
反
対
し
た
。
一
方
、
セ
ル
ビ
ア
と
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
共
産
党
員
は
ス
リ
イ
ェ

ム
地
方
全
域
を
要
求
し
た
。
こ
れ
は
、
共
産
主
義
体
制
の
公
的
な
保
証
と
は
正
反
対

に
、
民
族
問
題
の
解
決
に
成
功
し
て
い
な
い
こ
と
の
明
白
な
証
拠
で
あ
っ
た

（17 ）」
と
ま

で
述
べ
て
い
る
。 

 

イ
タ
リ
ア
と
の
国
境
問
題
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
向
け
教
科
書
は
例
外
な
く
取
り
上

げ
て
い
る
が
、
小
学
校
向
け
教
科
書
で
も
プ
ロ
フ
ィ
ル
社
の
も
の
（
〈
ヴ
レ
メ
プ
ロ

ヴ
〉
シ
リ
ー
ズ
と
は
別
の
教
科
書
）
が
比
較
的
詳
し
く
、
関
連
地
図
も
掲
載
し
て
い
る
。 

  
 

対
外
的
な
国
境
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
イ
タ
リ
ア
と
の
国
境
画
定
が
最
も
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
四
七
年
の
パ
リ
講
和
会
議
で
イ
タ
リ
ア
と
の
条
約

の
署
名
が
な
さ
れ
た
。
ア
ド
リ
ア
海
の
東
岸
に
お
け
る
戦
前
の
イ
タ
リ
ア
領
は
大

半
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
一
部
と
な
っ
た
。
ト
リ
エ
ス
テ
と
周
辺
地
域
、
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
沿
海
地
方
、
イ
ス
ト
リ
ア
に
関
し
て
は
、
双
方
と
も
領
有
権
を
主
張
し
、

係
争
地
と
な
っ
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
軍
は
終
戦
期
に
ト
リ
エ
ス
テ
に
入
城
し

た
が
、
西
側
連
合
国
の
圧
力
で
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 
 

暫
定
的
な
解
決
策
と
し
て
「
ト
リ
エ
ス
テ
自
由
地
域
」
が
創
設
さ
れ
、
二
つ
の

地
区
に
分
割
さ
れ
た
。
Ａ
地
区
（
ト
リ
エ
ス
テ
と
周
辺
地
域
）
は
西
側
連
合
国
の

支
配
下
に
置
か
れ
、
Ｂ
地
区
（
イ
ス
ト
リ
ア
の
一
部
）
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の

支
配
下
に
入
っ
た
。
ト
リ
エ
ス
テ
自
由
地
域
は
Ａ
地
区
の
大
半
が
イ
タ
リ
ア
領
、

Ｂ
地
区
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
領
と
な
る
一
九
五
四
年
ま
で
存
続
し
た
。
こ
の
地

域
の
国
境
は
最
終
的
に
一
九
七
五
年
に
確
定
し
（
オ
シ
モ
条
約
）
、
そ
の
際
に
少

数
民
族
の
処
遇
の
原
則
も
定
め
ら
れ
た

（18 ）

。 

 

、
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（
３
）
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
後
の
国
境
問
題 

最
後
に
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
後
の
新
た
な
国
境
問
題
に
関
し
て
は
、
一
九

九
一
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
の
「
祖
国
戦
争
」
の
時
期
を
通
じ
て
ク
ロ
ア
チ
ア
の

国
土
の
三
分
の
一
が
自
称
「
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
」
の
占
領
下
に
置
か

れ
て
い
た
こ
と
を
除
け
ば
、
小
学
校
向
け
で
あ
っ
て
も
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
向
け
で
あ
っ

て
も
、
歴
史
教
科
書
に
は
殆
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
前
述
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
社

の
教
科
書
（
〈
ヴ
レ
メ
プ
ロ
ヴ
〉
シ
リ
ー
ズ
で
は
な
い
も
の
）
だ
け
が
例
外
的
に
ス

ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
の
国
境
問
題
の
存
在
に
触
れ
て
い
る（19 ）

。
新
た
な
国
境
問
題
を
詳
述
す

る
地
理
教
科
書
と
は
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。 

 

３
．
ク
ロ
ア
チ
ア
の
地
理
教
科
書
と
国
境
問
題 

 
 

ク
ロ
ア
チ
ア
の
地
理
教
科
書
は
歴
史
教
科
書
と
同
じ
よ
う
に
現
在
の
領
土
が
歴

史
的
に
ど
う
変
化
し
て
き
た
か
を
非
常
に
詳
し
く
取
り
上
げ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
と
く
に
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
向
け
の
教
科
書
に
お
い
て
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連

邦
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
特
徴
の
一
つ
で
あ
る（20 ）

。
小
学
校
に
お
い
て
も
、
ク

ロ
ア
チ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
た
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初

頭
に
か
け
て
導
入
さ
れ
て
い
た
が

（21 ）

、
現
在
で
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
ま
た
、
旧
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
時
代
と
比
べ
て
、
在
外
同
胞
（
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
）
の
処
遇
と
絡

ん
で
近
隣
諸
国
と
の
国
境
問
題
に
触
れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
、
一
般
的
に
歴
史
教
科
書
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
後
の
国
境
問
題

を
取
り
上
げ
る
こ
と
自
体
が
稀
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
地
理
教
科
書
は
こ
の
問
題
を

非
常
に
詳
し
く
扱
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
地
理
教
科
書
に
お
け
る
国
境
問
題
に

関
す
る
記
述
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

 

独
立
直
後
の
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
刷
新
さ
れ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
の
小
学
校
向
け

地
理
教
科
書
（
当
時
は
国
定
教
科
書
）
に
は
、
す
で
に
国
境
問
題
に
関
す
る
記
述
が

あ
る
。
詳
細
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
セ
ル
ビ
ア
に
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
を
、

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
コ
ト
ル
湾
一
帯
を
奪
わ
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
や
や
長

く
な
る
が
、
以
下
に
引
用
す
る
。 

  
 

ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
は
北
東
部
の
ド
ナ
ウ
川
か
ら
西
部
の
イ
ス
ト
リ
ア
の
サ

ヴ
ド
リ
ヤ
岬
、
そ
し
て
南
東
部
の
プ
レ
ヴ
ラ
カ
半
島
に
至
る
ア
ー
チ
形
も
し
く
は

馬
蹄
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
分
断
さ
れ
た
形
の
結
果
と
し
て
国
防
上
お

よ
び
交
通
上
の
困
難
が
生
じ
て
い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
形
が
普
通
で
は
な
い
こ
と

は
、
長
い
間
の
、
し
ば
し
ば
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
不
利
益
と
な
っ
た
複
雑
な
歴
史
上

の
出
来
事
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
る
。
す
べ
て
の
歴
史
的
変
化
を
考
慮
す
る
な

ら
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
北
部
国
境
と
西
部
国
境
は
古
来
の
安
定
し
た
も
の
だ
と
結
論

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
唯
一
の
新
し
い
変
化
は
、
そ
れ
ま
で
歴
史
的
に
ク
ロ
ア

チ
ア
に
帰
属
し
た
こ
と
の
な
い
イ
ス
ト
リ
ア
が
ク
ロ
ア
チ
ア
に
帰
属
し
た
こ
と

で
あ
る
。
現
在
の
東
部
国
境
は
、
中
世
に
お
い
て
ボ
ス
ニ
ア
が
徐
々
に
独
立
し
た

こ
と
に
始
ま
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
侵
攻
に
よ
っ
て
継
続
し
た
領
土
縮
小
の
結
果

で
あ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
は
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
の
奪
回
と
ダ
ル
マ
チ
ア
の
拡
大
に
よ
っ

て
失
地
回
復
に
成
功
し
た
が
、
か
つ
て
の
版
図
に
到
達
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ク
ロ
ア
チ
ア
は
領
土
縮
小
を
南
ス
ラ
ヴ
国
家
に
お
い
て
も
経
験
し
、
セ
ル
ビ
ア
と
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モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
を
利
す
る
形
で
周
縁
部
を
失
っ
た
。
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
国
土

は
、
歴
史
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
大
規
模
な
領
土
縮
小
と
小
規
模
だ
が
根
気
強

く
行
っ
て
き
た
領
土
拡
大
の
結
果
な
の
で
あ
る（22 ）

。 

 

な
お
、
こ
の
教
科
書
に
は
国
土
の
歴
史
的
変
化
を
示
す
地
図
（
「
一
〇
・
一
一
世

紀
」、「
一
四
世
紀
半
ば
」
、「
一
六
世
紀
末
」、「
一
八
世
紀
末
」
、「
一
八
四
八
年
」、「
一

九
三
九
年
」
の
六
点
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る（23 ）

。
ま
た
、
こ
の
教
科
書
で
は
ク
ロ
ア
チ

ア
地
誌
と
連
動
す
る
形
で
近
隣
諸
国
の
地
誌
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

的
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
在
外
同
胞
（
ク
ロ
ア
チ
ア
人
）
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
地
誌
に
関
す
る
部
分
に
ク
ロ
ア
チ
ア
人

が
多
く
住
む
都
市
の
紹
介
が
あ
り
（
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
、
ト
ラ
ヴ
ニ
ク
、
ゼ
ニ
ツ
ァ
な

ど
）（24 ）

、
さ
ら
に
「
近
隣
諸
国
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
」
と
題
す
る
民
族
分
布
図
が
掲
載
さ

れ
て
い
る（25 ）

。
ま
た
、
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
地
誌
に
関
す
る
部
分
で
は
、
同
地
に
は
数

多
く
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
暮
ら
し
て
き
た
が
、
と
く
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
「
同
化

と
追
放
の
犠
牲
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る（26 ）

。
こ
れ
と
は
別
に
、
人

口
動
態
と
の
関
わ
り
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
国
外
移
住
（
移
民
）
の
歴
史
に
関
す
る

記
述
も
見
ら
れ
る（27 ）

。 

 

同
じ
時
期
に
出
版
さ
れ
た
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
向
け
の
地
理
教
科
書
は
「
国
境
と
国
土

の
形
」
に
四
頁
を
、
「
ク
ロ
ア
チ
ア
の
国
土
の
成
立
と
変
遷
」
に
実
に
二
八
頁
を
割

い
て
い
る（28 ）

。
後
者
に
は
旧
石
器
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
一
〇
点
も
の
歴
史
地
図
が
含

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
境
問
題
に
つ
い
て
も
詳
述
し
て
お
り
、
と
く
に
第
二
次
世

界
大
戦
後
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
に
お
け
る
共
和
国
境
界
を
画
定
す
る
際
に
ク

ロ
ア
チ
ア
共
和
国
に
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
の
東
部
や
コ
ト
ル
湾
地
方
が
含
ま
れ
な
か

っ
た
こ
と
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
ネ
ウ
ム
回
廊
に
よ
っ
て
ク
ロ
ア
チ

ア
の
国
土
が
分
断
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
触
れ
て
い
る（29 ）

。 

 

ク
ロ
ア
チ
ア
で
二
〇
〇
一
年
に
教
科
書
の
「
多
元
化
」
が
実
現
し
て
か
ら
も
、
学

習
指
導
要
領
の
制
約
は
厳
し
く
、
地
理
教
科
書
の
内
容
は
大
き
く
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

国
土
の
形
成
史
に
関
す
る
記
述
が
多
く
、
歴
史
地
図
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
や
ク
ロ

ア
チ
ア
地
誌
と
連
動
す
る
形
で
在
外
同
胞
を
含
む
近
隣
諸
国
の
地
誌
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
変
わ
っ
て
い
な
い（30 ）

。
新
し
い
点
と
し
て
は
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

と
の
関
係
で
「
プ
レ
ヴ
ラ
カ
半
島
を
め
ぐ
る
未
解
決
の
国
境
問
題
」
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（31 ）

。 

ク
ロ
ア
チ
ア
で
新
た
な
学
習
指
導
要
領
が
全
面
的
に
導
入
さ
れ
た
二
〇
〇
六
年

以
降

（32 ）

、
ク
ロ
ア
チ
ア
地
誌
を
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
小
学
校
八
年
生
向
け
の
地
理
教
科

書
か
ら
国
土
の
形
成
史
に
関
す
る
記
述
は
全
面
的
に
削
除
さ
れ
、
在
外
同
胞
を
含
む

近
隣
諸
国
の
地
誌
を
盛
り
込
む
こ
と
が
な
く
な
る
な
ど
、
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た

（33 ）

。

近
隣
諸
国
の
地
誌
は
そ
れ
ま
で
と
同
じ
く
小
学
校
七
年
生
向
け
の
地
理
教
科
書
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
在
外
同
胞
に
関
す
る
記
述
は
無
い（34 ）

。
ま
た
、
国
境

に
関
す
る
記
述
は
さ
ら
に
詳
し
く
な
り
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
だ
け
で
な
く
、
「
ピ
ラ
ン

湾
（
サ
ヴ
ド
リ
ヤ
湾
）
と
ジ
ュ
ン
ベ
ラ
ク
山
地
の
ス
ヴ
ェ
タ
・
ゲ
ラ
」
な
ど
を
め
ぐ

る
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
の
国
境
問
題
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る（35 ）

。
こ
こ
で
は
、
二
〇

一
四
年
に
出
版
さ
れ
た
プ
ロ
フ
ィ
ル
社
の
教
科
書
の
国
境
問
題
に
関
す
る
記
述
を

引
用
す
る
。 
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現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
国
境
は
、
複
雑
な
歴
史
上
の
事
件
と
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家

を
保
持
す
る
闘
争
の
結
果
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
境
の
各
部
分
は
成
立
年
代
も

起
源
も
異
な
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
ド
ラ
ヴ
ァ
川
の
国
境
は
、
メ
ジ
ム
リ
ェ
と
バ

ラ
ニ
ャ
を
除
い
て
、
す
で
に
一
〇
世
紀
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ロ
ア
チ

ア
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
国
境
は
、
一
九
五
四
年
に
定
め
ら
れ
た
イ
ス
ト
リ
ア
で
の

国
境
を
除
い
て
、
中
世
ク
ロ
ア
チ
ア
王
国
の
国
境
で
も
あ
る
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
の
国
境
は
、
そ
の
大
半
が
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に

か
け
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
和
約
と
国
境
画
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
共
和
国
は
地
理
的
・
戦
略
的
な
利
益
を
考
慮
し
て
現
在

の
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
海
へ
の
出
口
に
あ
た
る
ネ
ウ
ム
地
方
と
ク

レ
ク
半
島
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
譲
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ

ィ
ア
の
各
共
和
国
間
の
境
界
画
定
に
際
し
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
セ
ル
ビ
ア
を
利
す

る
形
で
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
の
大
半
を
失
っ
た
。
ド
ナ
ウ
川
の
境
界
に
つ
い
て
も
一

部
合
意
が
必
要
で
あ
っ
た
。
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
は
コ
ト
ル
湾
地
方
と
ブ
ド
ヴ
ァ
に

至
る
現
在
の
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
沿
海
地
方
の
一
部
が
帰
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
と
の
国
境
は
、
各

国
の
政
治
情
勢
も
絡
ん
で
、
な
お
も
一
部
不
安
定
な
も
の
と
な
っ
て
い
る（36 ）

。 

 

一
方
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
四
年
生
向
け
の
地
理
教
科

書
は
、
従
来
通
り
ク
ロ
ア
チ
ア
の
国
土
の
形
成
史
（
歴
史
的
変
遷
）
に
関
す
る
記
述

を
維
持
し
、
歴
史
地
図
も
数
多
く
掲
載
し
て
い
る（37 ）

。
ま
た
、
国
境
に
関
す
る
記
述
も

非
常
に
詳
し
く
、
国
ご
と
に
国
境
問
題
の
有
無
や
係
争
地
の
紹
介
を
行
っ
て
お
り
、

と
く
に
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
と
の
係
争
地
プ
レ
ヴ
ラ
カ
半
島
、
セ
ル
ビ
ア
と
の
係
争
地
シ

ャ
レ
ン
グ
ラ
ツ
カ
・
ア
ダ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
の
係
争
地
ピ
ラ
ン
湾
に
つ
い
て
は
詳

細
な
地
図
を
示
し
て
い
る（38 ）

。
他
の
教
科
書
で
は
殆
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
の
係
争
地
（
フ
ル
ヴ
ァ
ツ
カ
・
コ
ス
タ
イ
ニ
ツ

ァ
に
お
け
る
ウ
ナ
川
の
流
路
、
プ
レ
シ
ェ
ヴ
ィ
ツ
ァ
山
の
東
側
の
ザ
ヴ
ァ
リ
ェ
地
区
、

ダ
ル
マ
チ
ア
南
部
の
ク
レ
ク
半
島
の
山
頂
な
ど
）
の
紹
介
も
あ
る
。 

二
〇
一
四
年
に
出
版
さ
れ
た
メ
リ
デ
ィ
ヤ
ニ
社
の
教
科
書
で
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の

属
州
の
区
分
か
ら
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
時
代
の
共
和
国
・
自

治
州
の
区
分
に
至
る
一
一
点
の
歴
史
地
図
と
と
も
に
一
〇
頁
に
わ
た
っ
て
ク
ロ
ア

チ
ア
の
国
土
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
と
く
に
現
在
の
国
境
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
画
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
イ
ス
ト

リ
ア
お
よ
び
プ
レ
ヴ
ラ
カ
半
島
に
至
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
海
岸
地
帯
と
島
々
が
編
入

さ
れ
る
一
方
、
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
の
一
部
と
コ
ト
ル
湾
地
方
が
奪
わ
れ
た
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
い
る（39 ）

。
セ
ル
ビ
ア
と
の
国
境
地
帯
に
位
置
す
る
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
と
モ
ン

テ
ネ
グ
ロ
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
コ
ト
ル
湾
地
方
に
対
す
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
領
土

的
要
求
を
示
す
か
の
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
教
科
書

で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
面
積
（
五
万
六
五
七
八
平
方
キ
ロ
）
や
国
境
の
長
さ
（
二
三

七
四
・
九
キ
ロ
）
な
ど
の
数
値
に
加
え
て（40 ）

、
隣
接
す
る
五
か
国
、
す
な
わ
ち
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ

ネ
グ
ロ
と
の
国
境
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
が
描
く
国
境
問
題
を
要

約
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。 

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
の
国
境
は
一
〇
一
一
・
四
キ
ロ
で
、
全
体
の

9



跡見学園女子大学文学部紀要 第 50 号 2015 

四
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
す
る
国
境
と
し
て
成
立
し
た
も

の
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
と
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
共
和
国
を
分
離
す
る
目
的

で
ネ
ウ
ム
回
廊
と
ス
ト
リ
ナ
回
廊
が
設
け
ら
れ
た
（
後
者
は
現
存
し
な
い
）
。
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
国
境
は
民
族
分
布
に
即
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た

め
、
ポ
サ
ヴ
ィ
ナ
地
方
や
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
地
方
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
居
住
地

域
が
分
断
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
か
ら
の
分
離
・
独
立
後
、

両
国
間
に
係
争
地
が
あ
っ
た
も
の
の
、
国
境
条
約
の
批
准
が
見
込
ま
れ
て
い
る（41 ）

。 

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
の
国
境
は
六
六
七
・
八
キ
ロ
で
、
全
体
の
二
八
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
に
あ
た
る
。
ド
ラ
ヴ
ァ
川
と
ム
ラ
川
の
北
部
国
境
も
イ
ス
ト
リ
ア
で
の
南
部
国
境

も
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ク
ロ
ア
チ
ア
領
を
僅
か
に
減
じ
る
形
で
修
正
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
自
然
境
界
で
も
民
族
境
界
で
も
な
い
。
両
国
間
に
は
ピ
ラ

ン
湾
（
サ
ヴ
ド
リ
ヤ
湾
）
、
ス
ヴ
ェ
タ
・
ゲ
ラ
、
メ
ジ
ム
リ
ェ
（
ム
ラ
川
流
域
）
な

ど
で
国
境
問
題
が
存
在
す
る
。
ピ
ラ
ン
湾
問
題
に
つ
い
て
は
国
際
仲
裁
裁
判
所
の
判

決
を
待
つ
こ
と
に
な
る（42 ）

。 

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
国
境
は
三
五
五
・
五
キ
ロ
で
、
全
体
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ

た
る
。
歴
史
的
に
係
争
地
と
な
っ
て
き
た
メ
ジ
ム
リ
ェ
地
方
は
、
一
九
二
〇
年
の
ト

リ
ア
ノ
ン
条
約
で
ク
ロ
ア
チ
ア
領
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
同
じ
く
バ
ラ
ニ
ャ
地

方
の
南
部
も
一
九
二
〇
年
に
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王

国
の
帰
属
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
両
国
間
に
未
解
決
の
国
境
問
題
は
存
在
し

な
い（43 ）

。 

セ
ル
ビ
ア
と
の
国
境
は
三
一
七
・
六
キ
ロ
で
、
全
体
の
一
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に

あ
た
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ク
ロ
ア
チ
ア
を
犠
牲
に
し
て
引
か
れ
た
国
境
で
あ

り
、
民
族
分
布
も
歴
史
的
背
景
も
無
視
し
て
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
の
東
部
と
中
部
が
セ

ル
ビ
ア
領
と
な
っ
て
い
る
。
バ
チ
ュ
カ
地
方
に
対
し
て
ド
ナ
ウ
川
が
国
境
と
な
っ
て

い
る
が
、
民
族
境
界
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
両
国
は
ア
パ
テ
ィ
ン
や
シ
ャ
レ
ン
グ
ラ

ド
な
ど
に
係
争
地
を
抱
え
て
い
る

（44 ）

。 

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
と
の
国
境
は
二
二
・
六
キ
ロ
で
、
全
体
の
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

あ
た
る
。
ブ
ド
ヴ
ァ
を
含
む
コ
ト
ル
湾
地
方
は
歴
史
的
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ダ
ル
マ

チ
ア
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
か
つ
て
の
ス
ト
リ
ナ
回
廊
を
含

め
て
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
帰
属
と
な
っ
た
。
一
九
九
一
年
以
降
、
オ
シ
ュ
ト
ロ
岬
を
含

む
プ
レ
ヴ
ラ
カ
一
帯
が
両
国
の
係
争
地
と
な
り
、
一
九
九
二
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま

で
国
連
監
視
団
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
ク
ロ
ア
チ
ア
に
返
還
さ
れ
た

（45 ）

。 

 

４
．
そ
の
他
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
教
科
書
と
国
境
問
題 

  

ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
と
地
理
教
科
書
が
示
す
国
境
問
題
に
関
す
る
主
張

は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
以
外
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
も
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
各
国
の
主
張
の
違
い
が
尖
鋭
化
し
、
不
和
を
助
長
し
か
ね
な
い
危
惧

さ
え
あ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
以
外
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
地
理
教
科
書
は
、

全
般
的
に
在
外
同
胞
に
関
す
る
記
述
の
は
詳
し
さ
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が

（46 ）

、
国
境

問
題
に
直
接
言
及
す
る
も
の
は
殆
ど
無
く
、
国
土
の
形
成
史
に
関
す
る
記
述
も
非
常

に
限
定
的
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
歴
史
教
科
書
の
み
が
考
察
の
対
象
と
な
り
う
る（47 ）

。

こ
こ
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
の
主
張
と
対
比
す
る
形
で
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
教
科
書
の
記
述
を
検
討
し
た
い
。 

10
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（
１
）
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
国
境
問
題 

 
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
連
邦
側
の
最
近
の
歴
史
教
科
書
で
は
、
同
国

の
領
土
的
一
体
性
を
損
ね
る
事
件
に
対
し
て
批
判
的
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
点
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
と
同
じ
く
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
成
立
し

た
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
（
の
ち
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
王
国
）
が
採
用
し
た
行
政
区
分
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
一
九
二
九
年
の
行
政
区
分
で
は
「
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
地
域
は

四
つ
の
州
に
組
み
込
ま
れ
た
。
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
を
州
都
と
す
る
ド
リ
ン
ス
カ
州
、
バ

ニ
ャ
・
ル
カ
を
州
都
と
す
る
ヴ
ル
バ
ス
カ
州
（
唯
一
、
そ
の
全
域
が
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
領
内
に
あ
っ
た
）
、
ス
プ
リ
ッ
ト
（
ク
ロ
ア
チ
ア
）
を
州
都
と
す

る
プ
リ
モ
ル
ス
カ
州
、
ツ
ェ
テ
ィ
ニ
ェ
（
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
）
を
州
都
と
す
る
ゼ
ー
ツ

カ
州
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
州
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
中
央
政
府
の
管
轄
下
に
あ

っ
た
。
こ
の
分
割
に
よ
っ
て
数
世
紀
に
わ
た
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の

境
界
は
抹
消
さ
れ
、
統
一
的
な
領
域
と
し
て
存
在
し
な
く
な
っ
た
」
と
さ

（48 ）

れ
る
。
当

然
な
が
ら
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
」
時
代
に
関
し
て
も
、「
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
歴
史
的
・
領
土
的
独
自
性
を
完
全
に
抹
消
す
る
」
地
方

（49 ）

行
政
区
分
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
に
批
判
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
教
科
書
は
第
二
次

世
界
大
戦
中
の
抵
抗
運
動
を
通
じ
て
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
国
家
性
の

再
建
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
境
界
画
定
に
関
す
る
記
述
は

い
っ
さ
い
無
い
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
後
の
国
境
問
題
に
つ
い
て
も
全
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
か
つ
て
は
ス
ト
リ
ナ
回
廊
を
め
ぐ
る
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
と
の
境

界
画
定
問
題
を
取
り
上
げ
る
教
科
書
が
あ
っ
た
が

（50 ）

、
あ
く
ま
で
例
外
的
な
も
の
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 

 

一
方
、
同
じ
く
連
邦
側
の
地
理
教
科
書
は
、
か
つ
て
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
と

同
じ
く
巻
頭
で
国
土
の
形
成
史
に
関
す
る
詳
し
い
記
述
を
設
け
て
い
る

（51 ）

。
さ
ら
に
、

地
理
的
位
置
や
国
境
に
関
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
国
境
問
題
に
は
全

く
触
れ
て
い
な
い
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
主
張
に
対
抗
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
が
ネ
ウ
ム
で
ア
ド
リ
ア
海
へ
の
出
口
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
写
真
つ
き
の
コ
ラ
ム
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
る（52 ）

。
な
お
、

こ
の
教
科
書
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
国
境
の
長
さ
は
九
三
一
キ
ロ
と
さ
れ
て
お
り（53 ）

、

セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
側
の
地
理
教
科
書
が
示
す
九
三
二
キ
ロ
と
い
う
数
値
と
も

（54 ）

、
ク

ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
が
示
す
数
値
と
も
異
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
側
の
歴
史
教
科
書
は
、
両
大
戦
間
期
の
行

政
区
分
に
つ
い
て
必
ず
し
も
批
判
的
に
論
じ
て
は
い
な
い
。
現
在
の
セ
ル
ビ
ア
人
共

和
国
の
事
実
上
の
首
都
と
な
っ
て
い
る
バ
ニ
ャ
・
ル
カ
を
州
都
と
す
る
ヴ
ル
バ
ス
カ

州
（
一
九
二
九
年
創
設
）
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
が
あ
る
も
の
の（55 ）

、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
し
て
の
領
土
的
一
体
性
の
主
張
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
ク

ロ
ア
チ
ア
自
治
州
の
創
設
（
一
九
三
九
年
）
に
関
し
て
は
、
同
州
に
お
け
る
「
セ
ル

ビ
ア
人
の
立
場
は
政
治
的
・
文
化
的
・
経
済
的
観
点
か
ら
悪
化
し
て
い
っ
た

（56 ）」
と
批

判
し
て
お
り
、
さ
ら
に
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
自
治
を
求
め
る
声
が
あ

が
っ
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
境
界
画
定
問

題
や
現
在
の
国
境
問
題
に
つ
い
て
も
い
っ
さ
い
言
及
し
て
い
な
い
。
隣
接
す
る
ク
ロ

ア
チ
ア
に
お
け
る
「
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
」
の
興
亡
に
関
連
し
て
「
国

際
社
会
は
自
由
と
民
族
的
権
利
と
人
権
を
求
め
た
だ
け
の
セ
ル
ビ
ア
民
族
に
対
す

11



跡見学園女子大学文学部紀要 第 50 号 2015 

る
理
解
を
欠
い
て
い
た

（57 ）」
と
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
数
少
な
い
主
張
と
見
な
せ
る
箇

所
で
あ
る
。 

 

（
２
）
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
国
境
問
題 

 

こ
こ
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
事
例
と
同
じ
く
、
セ
ル
ビ
ア
の
歴
史
教
科
書
に
お
け

る
国
境
問
題
の
記
述
を
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
の

発
足
当
初
に
お
け
る
国
境
問
題
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
連
邦
国
家
と
し
て
再
編
さ

れ
た
際
の
国
境
問
題
と
共
和
国
境
界
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
分
析
す
る
。
な
お
、
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
後
の
新
た
な
国
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
地
理
教
科

書
の
記
述
を
分
析
の
対
象
と
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
は
異
な

り
、
「
ア
ド
リ
ア
海
問
題
」
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
な
い
。
教
科
書
局
の
小
学
校

向
け
教
科
書
の
以
下
の
記
述
は
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。 

 

〔
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
の
〕
国
境
は
一
九

一
九
年
一
月
か
ら
二
〇
年
初
頭
ま
で
開
催
さ
れ
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
で

定
め
ら
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
国
境
は
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
条
約
で
規
定
さ

れ
た
が
、
そ
こ
で
は
イ
ス
ト
リ
ア
の
一
部
と
僅
か
な
地
域
だ
け
が
イ
タ
リ
ア
に
、

イ
ス
ト
リ
ア
の
残
り
の
部
分
と
カ
リ
ン
テ
ィ
ア
、
カ
ル
ニ
オ
ラ
、
ダ
ル
マ
チ
ア
、

ス
テ
ィ
リ
ア
の
一
部
が
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国

に
帰
属
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
六
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
署
名
に
至
っ

た
ト
リ
ア
ノ
ン
条
約
に
よ
っ
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
人
王
国
は
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
、
そ
し
て
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
を
獲

得
し
た
。･
･
･

バ
ナ
ト
で
は
同
じ
数
の
ル
ー
マ
ニ
ア
人
が
新
国
家
に
、
セ
ル
ビ
ア

人
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
と
ど
ま
る
形
で
国
境
線
が
引
か
れ
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
締
結

し
た
ヌ
イ
イ
条
約
に
よ
っ
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

人
王
国
に
約
二
五
〇
〇
平
方
キ
ロ
を
与
え
る
形
で
国
境
の
修
正
が
な
さ
れ
、
戦
争

に
よ
る
損
害
の
補
償
義
務
を
取
り
つ
け
た
。
新
た
な
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア

人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
は
二
四
万
八
九
七
七
平
方
キ
ロ
の
国
土
と
一
二
〇
〇

万
人
も
の
住
民
を
擁
し
た

（58 ）

。 

 

教
科
書
局
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
向
け
教
科
書
で
も
、
記
述
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。

（59 ）

し
か
し
、
ク
レ
ッ
ト
社
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
向
け
教
科
書
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
プ
レ
ク
ム
リ
ェ
、
メ
ジ
ム
リ
ェ
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
、
南
ハ
ン
ガ
リ

ー
（
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
）
を
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ツ
ァ
、
ボ
シ
リ
グ

ラ
ド
、
ツ
ァ
リ
ブ
ロ
ド
を
獲
得
し
た
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
カ
リ
ン
テ
ィ
ア
を
要

求
し
た
も
の
の
住
民
投
票
の
結
果
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
、
イ
タ
リ
ア

と
の
国
境
紛
争
は
リ
イ
ェ
カ
が
イ
タ
リ
ア
に
併
合
さ
れ
る
一
九
二
四
年
ま
で
続
い

た
こ
と
、
ア
ル
バ
ニ
ア
と
の
国
境
は
一
九
二
五
年
に
よ
う
や
く
定
め
ら
れ
た
こ
と
な

ど
も
記
さ
れ
て
い
る（60 ）

。
ま
た
、
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人

王
国
の
代
表
団
が
リ
イ
ェ
カ
港
や
シ
ュ
コ
ド
ラ
港
な
ど
を
要
求
し
た
も
の
の
実
現

し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
各
国
が
そ
う
し
て
定
め
ら
れ
た
国
境
に
満
足
せ
ず
、

報
復
主
義
的
・
修
正
主
義
的
要
求
を
強
め
た
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

フ
レ
ス
カ
社
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
向
け
教
科
書
は
、
国
際
的
に
承
認
さ
れ
争
点
も
な
い

12
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国
境
（
ギ
リ
シ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
一
部
）
、
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
が
争
点
の
あ

る
国
境
（
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
）
、
軍
事
行
動
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
暫
定
的

な
国
境
（
ル
ー
マ
ニ
ア
の
一
部
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
に

区
分
す
る
と
と
も
に
、
イ
タ
リ
ア
の
ダ
ル
マ
チ
ア
に
対
す
る
領
土
的
野
心
や
ア
ル
バ

ニ
ア
の
コ
ソ
ヴ
ォ
・
メ
ト
ヒ
ヤ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
一
部
に
対
す
る

領
土
的
野
心
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

（61 ）

。
な
お
、
エ
ド
ゥ
カ
社
の
小
学
校
向
け
教
科

書
は
例
外
的
に
「
ア
ド
リ
ア
海
問
題
」
に
関
す
る
か
な
り
詳
し
い
記
述
が
あ
り
、
例

え
ば
イ
タ
リ
ア
が
ラ
パ
ロ
条
約
で
イ
ス
ト
リ
ア
の
ほ
ぼ
全
域
と
ザ
ダ
ル
、
ツ
レ
ス
島
、

ロ
シ
ニ
島
、
ラ
ス
ト
ヴ
ォ
島
、
パ
ラ
グ
ル
ジ
ャ
島
を
得
た
こ
と
、
さ
ら
に
リ
イ
ェ
カ

を
併
合
し
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る（62 ）

。 

 

続
い
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
連
邦
国
家
と
し
て
再
編
さ
れ
た
際
の
国
境
問
題

と
共
和
国
境
界
問
題
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
教
科
書
局
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
向
け
教

科
書
に
は
、
バ
ラ
ニ
ャ
地
方
の
帰
属
に
関
し
て
「
一
九
四
五
年
五
月
一
六
日
、
ヴ
ォ

イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
人
民
解
放
中
央
委
員
会
幹
部
会
の
決
定
に
よ
り
、
主
と
し
て
セ
ル
ビ

ア
人
が
住
む
バ
ラ
ニ
ャ
が
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
か
ら
分
離
さ
れ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
編

入
さ
れ
た

（63 ）」
と
す
る
記
述
が
あ
る
（
教
科
書
局
の
小
学
校
向
け
教
科
書
に
も
ほ
ぼ
同

一
の
記
述
が
あ
る

（64 ））。
さ
ら
に
、
ク
レ
ッ
ト
社
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
向
け
教
科
書
に
は
、

「
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
か
ら
ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
、
ヴ
ィ
ン
コ
ヴ
ツ
ィ
、
ジ
ュ
パ
ニ
ャ
を
含

む
西
ス
レ
ム
〔
ス
リ
イ
ェ
ム
〕
、
ダ
ル
ダ
郡
と
バ
テ
ィ
ナ
郡
を
含
む
バ
ラ
ニ
ャ
が
分

離
さ
れ
た
。
そ
の
ク
ロ
ア
チ
ア
へ
の
編
入
は
、
と
く
に
都
市
部
で
ク
ロ
ア
チ
ア
系
住

民
が
相
対
的
多
数
派
を
占
め
る
こ
と
と
経
済
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
共
産
党
は
こ
の
決
定
に
よ
り
ツ
ヴ
ェ
ト
コ
ヴ
ィ
チ
＝
マ
チ
ェ
ク
協

定
の
条
項
と
部
分
的
な
が
ら
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
の
版
図
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ

る
」
と
記

（65 ）

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
主
張
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で

あ
る
。 

 

な
お
、
こ
れ
ら
の
教
科
書
は
、
い
ず
れ
も
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
だ
け
に
自
治
州
や
自

治
区
が
設
立
さ
れ
、
同
じ
よ
う
な
理
由
が
存
在
す
る
は
ず
の
他
の
共
和
国
（
ク
ロ
ア

チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
）
に
は
設
立
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
も
批
判
的
に
述
べ
て
い
る
。 

 

最
後
に
、
現
在
の
国
境
問
題
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
セ
ル
ビ
ア
の
地
理
教
科
書
は

隣
接
す
る
国
々
と
の
国
境
の
長
さ
と
国
境
検
問
所
（
国
境
通
過
点
）
の
位
置
を
紹
介

し
て
い
る
も
の
の
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
国
境
問
題
に
関
す

る
記
述
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
一
九
一
三
年
の
ロ
ン
ド
ン
議
定
書
以
降
の
セ
ル
ビ
ア

＝
ア
ル
バ
ニ
ア
国
境
の
歴
史
お
よ
び
セ
ル
ビ
ア
が
コ
ソ
ヴ
ォ
・
メ
ト
ヒ
ヤ
自
治
州
に

お
け
る
ア
ル
バ
ニ
ア
国
境
の
管
理
が
で
き
て
い
な
い
現
状
に
つ
い
て
の
み
、
詳
し
い

説
明
が
な
さ
れ
て
い
る（66 ）

。
セ
ル
ビ
ア
の
国
境
が
民
族
分
布
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
も
一
つ
の
特
徴
で
あ
る（67 ）

。
な
お
、
セ
ル
ビ
ア
＝
ク
ロ
ア

チ
ア
国
境
の
長
さ
は
二
五
九
・
三
キ
ロ
と
さ
れ
て
お
り（68 ）

、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
が

示
す
数
値
（
三
一
六
・
七
キ
ロ
）
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科

書
が
提
示
し
て
い
る
ア
パ
テ
ィ
ン
や
シ
ャ
レ
ン
グ
ラ
ド
な
ど
の
係
争
地
に
つ
い
て

も
い
っ
さ
い
取
り
上
げ
て
い
な
い
。 

 

セ
ル
ビ
ア
の
地
理
教
科
書
で
は
、
人
口
動
態
に
関
連
し
て
先
史
時
代
か
ら
現
代
に

至
る
セ
ル
ビ
ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
「
住
民
」
の
歴
史
が
非
常
に
詳
細
に
描
か
れ
て

い
る（69 ）

。
近
隣
諸
国
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
つ
い
て
も
、
こ
の
教
科
書
の
最
後
の
章
「
旧
ユ
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ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
セ
ル
ビ
ア
人
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

（70 ）」
で
地
方
ご
と
に
詳
述
さ

れ
て
い
る
が
、
と
く
に
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
不

遇
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
関
連
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
が
独
立
宣

言
と
と
も
に
セ
ル
ビ
ア
人
の
主
要
民
族
と
し
て
の
地
位
を
奪
っ
た
結
果
、
セ
ル
ビ
ア

人
は
自
ら
の
民
族
国
家
と
し
て
「
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
」
の
樹
立
を
宣

言
し
た
が
、
国
際
的
な
承
認
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
の
攻
勢
で
消

滅
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
ク
ロ
ア
チ
ア
国
内
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
三
分
の
二
が
国
内

避
難
民
と
な
っ
た
り
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
や

セ
ル
ビ
ア
な
ど
に
逃
れ
た
り
し
て
、
現
在
で
も
多
く
の
人
々
が
難
民
生
活
を
送
っ
て

い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る（71 ）

。
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
紛
争

を
「
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
民
軍
が
武
装
蜂
起
し
た

ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
セ
ル
ビ
ア
系
住
民
の
一
部
と
と
も
に
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国

に
対
し
て
行
っ
た
武
力
に
よ
る
侵
略
行
為

（72 ）」
に
対
す
る
「
祖
国
戦
争
」
と
み
な
す
ク

ロ
ア
チ
ア
の
公
式
見
解
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

な
お
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
依
然
と
し
て
国
定
教
科
書
を
採
用
し
て
い
る
が
、
そ
の

歴
史
教
科
書
に
も
地
理
教
科
書
に
も
戦
後
の
共
和
国
境
界
画
定
問
題
や
現
在
の
国

境
問
題
に
関
す
る
記
述
は
全
く
無
い（73 ）

。 

 

む
す
び
に
か
え
て 

  

本
稿
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
事
例
を
中
心
に
学
校
教
科
書
に
お
け
る
国
境
問
題
の

描
か
れ
方
を
分
析
し
て
き
た
。
学
校
教
育
の
範
囲
を
超
え
る
よ
う
な
非
常
に
詳
し
い

記
述
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
近
隣
諸
国
と
の
関
係
を
悪
化
さ

せ
か
ね
な
い
も
の
さ
え
あ
り
、
日
本
と
近
隣
諸
国
の
歴
史
認
識
問
題
と
似
た
側
面
が

あ
る
。 

 

今
回
は
国
境
問
題
に
関
す
る
記
述
の
概
要
を
取
り
ま
と
め
る
に
と
ど
ま
り
、
個
々

の
記
述
に
対
す
る
評
価
を
十
分
に
な
し
え
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
ら
が
実
際
に

人
々
の
意
識
や
各
国
の
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
は
未
解

明
で
あ
る
。
ま
た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
国
境
問
題
を
抱
え
る
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
事
例

を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
近
年
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
出
版
さ
れ
た
『
ス

ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
歴
史
地
図
帳
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
一
九
五
五
年
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

人
民
共
和
国
」
の
地
図
に
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
係
争
地
が
一
一
か
所
も
あ
る（74 ）

。
こ

れ
ら
を
含
む
学
校
教
科
書
の
記
述
の
さ
ら
に
緻
密
な
分
析
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
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注 

 
（
1
）
日
本
の
外
務
省
の
サ
イ
ト
「
日
本
の
領
土
を
め
ぐ
る
情
勢
」 

（http://w
w

w.m
ofa.go.jp/territory/

）
を
参
照
。 

（
2
）
二
〇
一
五
年
度
の
社
会
科
教
科
書
と
地
図
帳
一
四
点
の
う
ち
計
七
点
が
竹
島
と
尖
閣
諸

島
を
「
日
本
（
固
有
）
の
領
土
」
と
明
記
し
、
写
真
や
地
図
と
と
も
に
現
状
の
説
明
を
行

っ
て
い
る
と
い
う
（
『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
四
年
四
月
四
日
）。 

（
3
）
日
本
で
も
、
柴
宜
弘
編
『
バ
ル
カ
ン
史
と
歴
史
教
育
―
「
地
域
史
」
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
再
構
築
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
ほ
か
、N

obuhiro Shiba et al. 

eds., School H
istory and Textbooks: A Com

parative Analysis of H
istory 

Textbooks in Japan and Slovenia , Ljubljana: Institute of Contem
porary 

H
isotry, 2013

な
ど
の
共
同
研
究
の
報
告
集
が
あ
る
。 

（

4

）K
atalog obveznih udžbenika i pripadajućih dopunskih nastavnih 

sredstava za šk. god. 2014./2015. 

ク
ロ
ア
チ
ア
科
学
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
省
の
サ

イ
ト
（http://public.m

zos.hr/

）
を
参
照
。
当
初
は
非
常
に
多
く
の
種
類
の
教
科
書
が

出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
採
択
率
の
低
い
も
の
の
認
可
が
取
り
消
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
現
在

の
形
に
落
ち
着
い
た
。
一
部
で
は
国
定
教
科
書
の
復
活
を
求
め
る
声
さ
え
あ
る
と
い
う
。 

（
5
）Vesna Đ

urić, Vrem
eplov 8: udžbenik povijesti za osm

i razred osnovne 
škole , Zagreb: Profil, 2014, pp.88-93. 

（
6
）Ibid., pp.90-91. 

（
7
）Ibid., p.98. 

（
8
）Ibid., p.105. 

（
9
）Ibid., p.114. 

（
10
）Ibid., pp.204-205. 

（
11
）Ibid., p.213. 

（
12
）Stjepan Bekavac et al., Povijest 8: udžbenik za osm

i razred osnovne 
škole , Zagreb: Alfa, 2014, pp.137-138. 

（
13
）H

rvoje Petrić et al., Povijest 4. U
džbenik iz povijesti za 4. razred 

gim
nazije , Sam

obor: M
eridijani, 2014, p.170. 

（
14
）Ibid., p.171. 

（
15
）M

iroslav Akm
adža et al., Povijest 4: udžbenik za 4. razred gim

nazije, 
Zagreb: Alfa, 2009, p.167. 

（
16
）K

rešim
ir Erdelja et al., Koraci kroz vrijem

e 4: udžbenik povijesti u 
četvrtom

 razredu gim
nazije , Zagreb: Školska knjiga, 2014, p.245. 

（
17
）G

oran M
iljan et al., Povijest 4: udžbenik povijesti za četvrti razred 

gim
nazije , Zagreb: Profil, 2009, p.205. 

（
18

）Snježana K
oren, Povijest 8: udžbenik iz povijesti za osm

i razred 
osnovne škole , Zagreb: Profil, 2014, pp.252-253. 

（
19
）Ibid., p.295. 

（
20
）
例
え
ば
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
時
代
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
地
理
教
科
書M

iljenko 

Bilen et al., Svijet danas 5: SFR Jugoslavija i m
eđunarodna zajednica: 

udžbenik zem
ljopisa za I. razred srednjeg usm

jerenog obrazovanja, 4. izd. , 
Zagreb: Školska knjiga, 1988

で
は
、「
国
家
の
領
域
＝
政
治
機
構
」
と
題
す
る
章
に

九
頁
（pp.42-50

）
が
割
か
れ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
土
を
含
む
五
点
の
歴
史
地
図
（
行

政
区
分
図
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
共
和
国
の
領
土
の
歴
史
的
発
展
に
つ
い
て
も

比
較
的
詳
し
い
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
（pp.51-52, 74, 81, 92, 109, 114

）。
な
お
、

こ
の
教
科
書
で
は
、
国
境
問
題
な
い
し
共
和
国
境
界
問
題
の
存
在
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
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さ
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（pp.167-170

）
、「
一
〇
世
紀

の
ク
ロ
ア
チ
ア
王
国
」、「
一
四
世
紀
の
ク
ロ
ア
チ
ア
」、「
一
八
四
八
年
の
ク
ロ
ア
チ
ア
」
、

「
一
九
三
九
年
の
ク
ロ
ア
チ
ア
自
治
州
」
の
四
点
の
歴
史
地
図
を
載
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
教
科
書
で
も
国
境
問
題
に
関
す
る
記
述
は
な
い
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。
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〇
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ラ
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す
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さ
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独
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〇
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す
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す
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